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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電車の吊革や窓ガラスに剥離可能に取り付けられる広告体であって、
　シート状基材の少なくとも第１の面に印刷層と剥離層を順に設けるとともに、第２の面
に接着剤層を設け、かつ、大きさが異なる複数の広告媒体の前記第１の面と前記第２の面
とを対面させて、小さいものから順に剥離可能に接着して積層した前記広告媒体の積層体
と、
　前記第２の面の最外層側から前記広告媒体の積層体を保持する両面テープと、を備え、
　前記広告媒体が、前記両面テープを介して前記吊革や窓ガラスに取り付けられることを
特徴とする広告体。
【請求項２】
　前記積層体の前記複数の広告媒体の少なくとも一端が剥離して、つまみ部を形成してい
ることを特徴とする請求項１に記載の広告体。
【請求項３】
　電車等の吊革に取り付けられる広告媒体提供装置であって、
　シート状基材の第１の面に印刷層と剥離層を順に設けるとともに、第２の面に接着剤層
を設けた複数の広告媒体の前記第１の面と前記第２の面とを対面させて、剥離可能に接着
して積層した前記広告媒体の積層体を有する広告体と、
　前記第２の面の最外層側から、この第２の面に形成された前記接着剤層を介して前記広
告媒体の積層体を保持する、前記広告体より大きく形成された台紙と、
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　複数の前記広告媒体の積層体にて形成された前記広告体および台紙を収納し、かつ、収
納した前記台紙を両端部にて保持するとともに、前記両端部間が開口された収納部と、を
備え、
　前記収納部は、前記吊革に取り付けられることを特徴とする広告媒体提供装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告体および広告媒体提供装置に関し、広告の情報を簡単に入手収集し、持
ち帰ることが可能な広告体および広告媒体提供装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電車等の車内広告用として、例えば、多数の吊り広告の近辺にそれぞれ配設され
、この吊り広告の情報と関連して個別に作成された案内情報が表示される案内表示ＬＥＤ
装置を設け、静的な広告と動的な広告を組み合わせた広告によるＰＲ効果を向上させるこ
とができる案内表示装置を提供するものがある。
　また、軟質の部材にてシート状に形成された広告部材と、硬質の部材にて形成されたピ
ンとを備えた広告体であって、広告部材は、両端付近へ表裏に貫通する孔を備え、ピンは
、それぞれ別体に形成された第１構成体と第２構成体を有し、第１構成体と第２構成体と
が直線状に配され、螺子止めにより一体となってピンの軸部を形成し、広告部材が二つ折
りにされ或いは略Ｕ字状に曲げられ、両端の孔同士が対向した状態にて両孔へピンの軸部
が回動可能に嵌合され、広告部材がピンを介して環状となり、上方においてピンを環状部
に配置するようにし、下方において吊り輪の中空部分を広告部材が通ることによって吊革
に取り付けられるものがある。
【特許文献１】特開２０００－４７６１０号公報
【特許文献２】特開平９－９７０２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
  しかしながら、従来の技術では、広告部材或いは広告体を持ち帰ることはできないため
、時間が経過すると広告の内容を忘れてしまう場合があるという問題があった。また、混
み合った車内では広告の内容や問い合わせ先等をメモすることが困難であり、その広告に
よって提供される情報を収集する機会を失っている場合が多いという問題があった。
【０００４】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、複数のシート状の広告媒体を公
共の交通機関等の宣伝スペース内で提供し、興味を持った人は広告媒体を剥がして持ち帰
ることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の広告体は、電車の吊革や窓ガラスに剥離可能に取り付けられる広告体
であって、シート状基材の少なくとも第１の面に印刷層と剥離層を順に設けるとともに、
第２の面に接着剤層を設け、かつ、大きさが異なる複数の広告媒体の第１の面と第２の面
とを対面させて、小さいものから順に剥離可能に接着して積層した広告媒体の積層体と、
第２の面の最外層側から広告媒体の積層体を保持する両面テープと、を備え、広告媒体が
、両面テープを介して吊革や窓ガラスに取り付けられることを特徴とする。
　また、積層体の複数の広告媒体の少なくとも一端が剥離して、つまみ部を形成するよう
にできる。
　請求項３に記載の広告媒体提供装置は、電車等の吊革に取り付けられる広告媒体提供装
置であって、シート状基材の第１の面に印刷層と剥離層を順に設けるとともに、第２の面
に接着剤層を設けた複数の広告媒体の第１の面と第２の面とを対面させて、剥離可能に接
着して積層した前記広告媒体の積層体を有する広告体と、第２の面の最外層側から、この
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第２の面に形成された接着剤層を介して広告媒体の積層体を保持する、広告体より大きく
形成された台紙と、複数の広告媒体の積層体にて形成された広告体および台紙を収納し、
かつ、収納した台紙を両端部にて保持するとともに、両端部間が開口された収納部と、を
備え、収納部は、吊革に取り付けられることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の広告体および広告媒体提供装置によれば、混み合っている車内でも広告媒体を
剥がして持ち帰ることができるので、瞬時に情報の入手が可能となるとともに、入手した
情報を自宅でゆっくり見ることができる。また、広告媒体が剥がされた枚数を容易に確認
することができるので、広告媒体によって提供された情報の反響の大きさを簡単に知るこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、本発明の広告体を構成する広告媒体の一実施の形態の構成例を示す外観図であ
る。同図に示すように、広告体１００（図３）を構成する広告カード１０の裏面には、一
方の端部側の所定の大きさの領域に粘着剤（感圧接着剤）層１１が形成されている。広告
カード１０の表面には、図２に示すように、広告が印刷等によって記録されている。
【０００８】
　図３は、台紙１５に粘着剤層１１で接着された１枚の広告カード１０に複数の広告カー
ド１０を積み重ねて構成された広告体１００の側面図である。同図に示すように、広告カ
ード１０は、それぞれ、基材１４の表面に印刷層１２が形成され、その上に通常の剥離紙
等に用いるシリコン等からなる剥離層１３が形成され、基材１４の裏面に粘着剤層１１が
形成された構成となっている。そして、最下層の広告カード１０は、粘着剤層１１により
台紙１５に接着されており、この台紙１５を電車内の吊革４００（図７）や窓ガラス等に
両面テープ等を用いて接着させることにより、広告体１００を固定することができるよう
になっている。
【０００９】
　図３では、広告カード１０を揃えて重ねるようにしたが、各広告カード１０を隣り合う
もの同士が所定の長さ分だけずれるように積み重ねることもできる。図４は、各広告カー
ド１０を隣り合うもの同士が所定の長さ分だけずれるように積み重ねて構成された広告体
２００を示している。この場合、広告カード１０を一枚ずつ簡単に剥がして持ち帰ること
ができる。
【００１０】
　図５は、広告カード１０の少なくとも一方の辺の長さが互いに異なる長さとなるように
し、最も短いものから順に積み重ね、最下層の広告カード１０を台紙１５に粘着剤層１１
により接着して構成された広告体３００の長手側から見た側面図である。この場合も、広
告カード１０を簡単に一枚ずつ剥がして持ち帰ることができる。
【００１１】
　図６は、本発明の広告媒体提供装置の一実施の形態の構成例を示している。図６（Ａ）
は正面図であり、図６（Ｂ）は図６（Ａ）のＥ－Ｅ線断面図、図６（Ｃ）は図６（Ａ）の
Ｆ－Ｆ線断面図、図６（Ｄ）は図６（Ａ）のＧ－Ｇ線断面図を示している。同図に示すよ
うに、本実施の形態は、粘着剤層１１を有する広告カード１０が台紙１５上に積層された
広告体１００と、広告体１００を保持するホルダ３１とから構成されている。このホルダ
３１は、広告体１００の台紙１５を左右の両端部で保持し、台紙１５上に粘着剤層１１を
介して積層された広告体１００を簡単に剥離することができるようになっている。ホルダ
３１には、図４に示した広告体２００や、図５に示した広告体３００を保持させることも
できる。このホルダ３１は、吊革４００に接着剤や螺子等を用いて固定することができる
。
【００１２】
　図７は、広告媒体提供装置を構成するホルダ３１を電車内の吊革４００に接着剤や螺子
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取り付けることにより、乗客は、興味を持った広告カード１０を簡単に剥がして持ち帰る
ことが可能となる。
【００１３】
　図８は、本発明の広告媒体提供装置の他の実施の形態の構成例を示している。図８（Ａ
）は正面図であり、図８（Ｂ）は図８（Ａ）のＣ－Ｃ線断面図である。図８（Ｃ）は図８
（Ａ）のＤ－Ｄ線断面図である。同図に示すように、本実施の形態は、粘着剤層が形成さ
れていない広告カード３０と、広告カード３０を保持するホルダ４１とから構成されてい
る。広告カード３０には、表面または両面に広告が印刷されており、基材１４の表面にの
み、または、基材１４の表面と裏面の両面に印刷層１２が形成された構成となっている。
図８（Ａ）に示すように、ホルダ４１には、広告カード３０の広告が見えるように、開口
部４２が形成されている。また、ホルダ４１の上部には、広告カード３０を取り出すため
の取り出し口４３が形成されている。従って、広告に興味を持った者は、取り出し口４３
から簡単に広告カード３０を取り出して持ち帰ることができる。
【００１４】
　図６に示した広告媒体提供装置に代えて、図８に示した広告媒体提供装置を構成するホ
ルダ４１を吊革４００に接着剤や螺子等を用いて取り付けることもできる。このように、
ホルダ４１を電車内の吊革４００に取り付けることにより、乗客は、興味を持った広告カ
ード３０を簡単に取り出して持ち帰ることが可能となる。
【００１５】
　なお、上記実施の形態において、広告カード１０，２０にクーポン券を付加することも
できる。
【００１６】
　また、上記実施の形態の構成は例であって、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更
することができることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の広告体を構成する広告カードの裏面の構成例を示す図である。
【図２】広告カードを表面側から見た図である。
【図３】広告体の構成例を示す側面図である。
【図４】他の広告体の構成例を示す図である。
【図５】他の広告体の構成例を示す図である。
【図６】本発明の広告媒体提供装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【図７】図６の広告媒体提供装置を吊革に取り付けた様子を示す図である。
【図８】本発明の広告媒体提供装置の他の実施の形態の構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１０，２０，３０　広告カード
　１１　粘着剤層
　１２　印刷層
　１３　剥離層
　１４　基材
　１５　台紙
　３１，４１　ホルダ
　３２　開口部
　３３　取り出し口
　１００，２００，３００　広告体
　４００　吊革
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